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五
日
市
郷
土
館
は
、
旧
五
日
市
町 

時
代
の
昭
和
56
年
に
開
館
し
ま
し

た
。武

蔵
五
日
市
駅
か
ら
檜
原
街
道
を 

西
に
向
か
っ
て
徒
歩
約
17
分
の
場

所
に
あ
り
、
五
日
市
地
区
を
中
心
と 

し
た
民
具
や
化
石
を
展
示
し
て
い
ま 

す
。
ま
た
、五
日
市
憲
法
草
案
の
関
係 

資
料
や
、
郷
土
の
偉
人
・
萩
原
タ
ケ
の 

関
係
資
料
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、 

か
つ
て
の
五
日
市
地
区
に
つ
い
て
知 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も「
郷
土 

の
古
文
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
・
展
示

な
ど
、
収
蔵
資
料
を
未
来
に
伝
え
て 

い
く
た
め
、
保
存
・
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

郷
土
館
の
敷
地
内
に
は
、
江
戸
時

代
末
期
か
ら
明
治
時
代
の
一
般
的
な

農
家
の
形
態
を
残
し
て
い
る
古
民
家

「
旧
市
倉
家
住
宅
（
市
指
定
有
形
文

化
財
）」
が
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
12
年
に
地
域
内
か
ら
移
築

さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
家
の
中
に

市
内
に
は
「
五
日
市
郷
土
館
」
と
「
二
宮
考
古
館
」
の
２
つ
の

資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
五
日
市
郷
土
館
の
敷
地
内
に

は
、市
指
定
有
形
文
化
財
の
「
旧
市
倉
家
住
宅
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

入
り
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
８
月
末
に
五
日
市
地
区
で
開

催
さ
れ
る
「
ヨ
ル
イ
チ
」
で
は
、市
民 

解
説
員
に
よ
る
昔
話
の
語
り
や
、
秋

川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
の
出
張
公
演
と
し

て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
古
民
家
で
情
緒
を
感
じ

な
が
ら
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

東
秋
留
駅
の
近
く
、
二
宮
神
社
敷

地
内
に
は
二
宮
考
古
館
が
あ
り
ま
す
。

旧
秋
川
市
時
代
の
平
成
２
年
に
開
館

し
ま
し
た
。

展
示
室
内
で
は
、
市
内
で
発
掘
さ

れ
た
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
の

石
器
や
土
器
な
ど
の
考
古
遺
物
を
中

心
に
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

夏
期
に
は
小
・
中
学
生
向
け
の
体
験

教
室
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
外

の
発
掘
調
査
報
告
書
の
閲
覧
も
で
き
、

あ
き
る
野
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
市
内
に
昔

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
住
み
、
生
活 

を
営
ん
で
き
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ 

と
が
で
き
、
現
在
の
我
々
の
生
活
に 

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。
案
外
、身
近
な
地
域
の
歴 

史
や
文
化
は
知
ら
な
い
も
の
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
が
、
学
ん
だ
り
、
実
際
に
触 

れ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
あ

き
る
野
市
の
魅
力
に
気
が
つ
く
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

夏
は
ぜ
ひ
、
あ
き
る
野
市
の
過
去
を

探
し
に
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

あ
き
る
野
市
に
は
、
多
く
の
郷
土

芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
、
８
月
に
行
わ 

れ
る
「
あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
」
で
は
、 

秋
川
駅
前
大
通
り
に
て
山
車
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
内
の
お
囃
子 

や
獅
子
舞
・
棒
使
い
・
神
楽
な
ど
の
伝 

統
芸
能
の
保
存
団
体
で
結
成
さ
れ
て

い
る
「
あ
き
る
野
市
郷
土
芸
能
連
合 

会
」
に
所
属
し
て
い
る
各
団
体
が
、
一

斉
に
お
囃
子
の
演
奏
を
始
め
る
様
子 

は
圧
巻
で
す
。
お
囃
子
を
は
じ
め
獅 

子
舞
・
棒
使
い
・
神
楽
も
各
地
域
の
祭 

礼
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
菅
生
地
区
、
二
宮 

地
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
農
村
歌
舞
伎

「
菅
生
歌
舞
伎
」「
秋
川
歌
舞
伎
」
が

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
祭
礼
や
公
演
に

お
い
て
歌
舞
伎
が
披
露
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
伝
統
芸
能
で
は
、
市
内

の
多
く
の
子
ど
も
達
が
次
世
代
の
担

い
手
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
市
内
の
各
所
で
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
お
近
く
の
お
祭
り
に
出
か
け
て
み

て
、
伝
統
芸
能
を
間
近
で
ご
覧
に
な 

っ
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
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あきる野文化財クイズ
Q．Q．7 月に発行が予定されている新一万

円札紙幣に描かれている渋沢栄一氏は、

とある市内の文化財と関係があります。

それは一体何でしょうか？

※答えは下段

クイズの答え
A．青い目の人形A．青い目の人形

　昭和２年にアメリカから友情の証として、日本

中の学校や幼稚園に人形（通称「青い目の人形」）

が配られ、渋沢栄一氏がこの事業に尽力されま

した。あきる野市内にも当時の戸倉小学校へ寄

贈された人形が残されており、現在「戸倉しろ

やまテラス」１階に展示されています。

二次元コードを読み取ると市の

ホームページ上で各種情報をご

覧いただけます。

令和６年度あきる野

市郷土芸能連合会加

盟団体祭礼出演予定

令和６年度獅子舞出

演予定

令和６年度あきる野

市内歌舞伎保存団体

昨年のヨルイチ開催日の昨年のヨルイチ開催日の
旧市倉家住宅の様子旧市倉家住宅の様子

二宮考古館館内二宮考古館館内

秋川歌舞伎秋川歌舞伎菅生歌舞伎菅生歌舞伎

お祭りで郷土芸能の魅力に触れてみませんか？お祭りで郷土芸能の魅力に触れてみませんか？

祭礼と郷土芸能祭礼と郷土芸能

あ
き
る
野
市
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

資
料
館
の
紹
介


